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超臨界地熱貯留層における誘発地震発生現象理解のための実験的アプローチ
Laboratory study of induced seismicity in a brittle-ductile transition regime
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地下深部数kmにある超臨界状態の岩体を利用した発電を実現するにあたって，誘発地震（注水等の人為的行為
によって発生する地震）のリスク低減は重要課題のひとつである．現在開発されている地熱貯留層は比較的低
温・低圧領域であるため脆性的な力学挙動を示し，誘発地震を引き起こすが，超臨界地熱貯留層では高温・高
圧環境下のために，岩盤が延性的な力学挙動を示し，誘発地震の問題はないと考えられてきた．しかし，最近
の地震観測によると，地下10km程度の地殻深部においても，微小地震が発生していることが観測されてい
る．また，KTBなどの深部掘削でも脆性－塑性遷移領域においても地殻が脆性的性質を示すということがしられ
ている．このように超臨界地熱貯留層領域でも地殻が脆性的性質をもち，微小地震が発生する場合があること
がわかってきたが，その発生条件やメカニズムについては，超臨界地熱開発にとっても学問的にも重要な課題
であるにもかかわらず，まだよくわかっていない．特に，超臨界地熱貯留層あたりの温度圧力条
件，500℃，100MPa近傍での誘発地震発生条件についての検証が今後の超臨界地熱開発にとっても重要な知見と
なる．実際の開発前に，超臨界状態にある岩体内で発生する地震関連現象を理解しておくためには，脆性－塑
性遷移領域での地震観測とともに，室内実験による検証が有用な手段となる．そこで，超臨界領域における誘
発地震理解のために実験的アプローチの現状についてレビューし，その問題点や今後の課題を整理した．地殻
深部環境において，間隙圧や間隙流体の温度変化による地震発生条件やそれによって誘発された地震のメカニ
ズムと観測可能性を検証することが室内岩石実験における重要課題のひとつである．
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